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≪第1章 調査概要≫

第1章 調査概要

1.調査目的
 社会情勢の変化に伴い、県民の価値観や生活様式が多様化する中にあって、県民の意識等を把握し、食
品ロス削減推進計画の進捗確認及び計画改定の基礎資料を得ること、自転車の安全利用促進のため、県民
の意識等を把握し今後の啓発に活用すること、及び高知県犯罪被害者等の支援に関する指針の進捗を確認
することを目的として、県民を対象とした意識調査を実施する。

2.調査期間
2024年8月13日（火）～8月31日（土）

3.調査項目
・回答者の属性に関すること
・食品ロス削減に関すること
・自転車の安全利用等に関すること
・犯罪被害者等支援に関すること

4.調査方法・対象
（1）調査地域 高知県全域
（2）調査対象 満18歳以上の県民
（3）標本数  3,000人
（4）調査法  郵送回答、インターネット回答の併用
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5.調査結果
回答数 1,252人（回答率41.7％）
うち、郵送回答 525件 インターネット回答 727件


